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肉，魚，卵は0カーボ（たんぱく質）

焼き魚，ゆで卵は0カーボ
煮付け，タレがあると ＋ 0.5 カーボ
唐揚げ，カツの衣は ＋ 1～ 2カーボ

・野菜は基本的にはカウントしなくてよい（いも類は数える）
・いも類が入っていなければだいたい2カーボくらいまで
・ジュースは100 ml で 1カーボ
・スポーツドリンク，牛乳は200 ml で 1カーボ
・みかん1個：1カーボ，バナナ1本：2.5カーボ
・カレールウは重量の約1/10がカーボ（200 g のルウで2カーボ）
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● 編集主幹 ●
門脇　孝
東京大学大学院 医学系研究科 糖尿病・代謝内科 教授

（日本糖尿病学会理事長）

● 編集委員 ●
稲垣　暢也	
京都大学大学院 医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内
科学 教授，京都大学医学部附属病院長 

（日本糖尿病学会常務理事）

羽田　勝計
旭川医科大学 内科学講座 病態代謝内科学分野 教授

（日本糖尿病学会常務理事）

渥美　義仁
永寿総合病院 糖尿病臨床研究センター長

（日本糖尿病学会理事）

荒木　栄一
熊本大学大学院 生命科学研究部 代謝内科学 教授

（日本糖尿病学会常務理事）

谷澤　幸生
山口大学大学院 医学系研究科 病態制御内科学分野 教授

（日本糖尿病学会常務理事）

戸邉　一之
富山大学大学院 医学薬学研究部 内科学第一講座 教授

池上　博司
近畿大学 医学部 内分泌・代謝・糖尿病内科 教授

（日本糖尿病学会理事）

植木浩二郎
東京大学大学院 医学系研究科 分子糖尿病科学講座 
特任教授（日本糖尿病学会常務理事）

（敬称略・順不同）

10 1 小児・思春期患者への 
 3C の適応

菊池　透
21 2 カーボカウントと 

 栄養管理
広瀬正和・川村智行

9 特集にあたって
雨宮　伸

39 4 小児・思春期の 
 血糖管理目標

望月美恵
46 5 糖尿病キャンプ

小川洋平
54 6 思春期糖尿病と 

 精神心理的課題
大津成之

63 7 小児・思春期糖尿病に 
 おける薬物療法

浦上達彦 

72 8 単一遺伝子糖尿病
横田一郎

81 9 小児医療から 
 成人医療への移行

菊池信行
88  10 小児・思春期糖尿病への 

 公的支援体制
杉原茂孝

31 3 シックデイへの対応
高谷具純

小児・思春期
糖尿病治療の
現状と展望


